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風評の影響（福島県産農林水産物の出荷量と価格の推移）

（出典）農林水産省「令和4年度福島県産農産物等流通実態調査」

※米は産年単位、米以外は年度単位である。
※牛肉は東京都中央卸売市場での取扱量、ヒラメは漁獲量、それ以外は産地からの出荷量である。
※牛肉は頭数ベースであり、それ以外は重量ベースである。
※干し柿にはあんぽ柿以外も含まれる。
データ出所：農林水産省「作物統計」「果樹生産出荷統計」「特産果樹生産動態等調査」「野菜生産出荷統
計」 「漁業・養殖業生産統計」、東京都中央卸売市場「市場統計情報」

※指数は福島県産品と全国平均の価格差を全国平均の価格で割った値である。
※米は産年単位、牛肉、干し柿及びヒラメは年度単位、桃及びピーマンは７～９月の値である。
※令和３年度は令和３年12月までの実績である。
※干し柿にはあんぽ柿以外も含まれる。
※ヒラメは平成28年に試験操業の対象魚種となり出荷が再開された。
データ出所：米は農林水産省「米の相対取引価格」に基づく県推定値、
それ以外は東京都中央卸売市場「市場統計情報」

福島県産品の出荷量の推移（H22の実績を100とした値） 福島県産品と全国平均の価格差の推移

〇福島県産品の出荷量は、米､牛肉等の重点６品目で、依然震災前の水準まで回復していない。

〇福島県産品の価格は、震災直後、全般的に全国平均を下回る状況となった。その後、価格差は徐々に縮小しているものの、

牛肉や桃などの品目は、依然全国平均を下回っている。
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小売・卸売
生産品の入荷、取扱抑制

生産者
出荷制限、生産減少

東電・行政に対する不信感、海外からの不安批判

・買い控えか？ ・生産量抑制、不安定化か？
・消費者に忖度か？
・販売棚の減少、他県産品
に置換え

実際には、消費者の意識は時期により変化。
地域や個々人ごとによっても差異がある。
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風評の影響（原発事故による風評影響の連鎖（イメージ））



風評の影響（原発事故に伴う健康影響についての認識）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

〇原発事故による健康影響に関する認知度・信頼度

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている

〇東京電力福島第一原子力発電所事故に伴う健康影響について、未だに半数以上が正しく認識していない。

〇原発事故と甲状腺がんとの関連に関する認知度

※復興庁が実施したインターネット調査(2022.1、300サンプル）より 3



風評の影響（諸外国・地域の食品等の輸入規制）

〇原発事故に伴い諸外国・地域において講じられた輸入規制は、政府一体となった働きかけの結果、撤廃・緩和される動きが進

んでいる。（規制を設けた55の国・地域のうち、43の国・地域で輸入規制を撤廃、12の国・地域で輸入規制を継続）。
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政府の取組（風評払拭・リスクコミュニケーション強化戦略）

 福島においては、科学的根拠に基づかない風評やいわれのない偏見・差別が今なお残っている。

 復興大臣の下、関係府省庁からなる「原子力災害による風評被害を含む影響への対策タスクフォース（以下、タスク
フォース）」を開催（2013年３月～）。

 2017年12月開催のタスクフォースにおいて、より具体的な情報発信を進めていくための政府全体の方針として、「風評払
拭・リスクコミュニケーション強化戦略」を決定・公表。

 この戦略の下、「知ってもらう」、「食べてもらう」、「来てもらう」の３つの視点から、関係府省庁において工夫を凝らした情
報発信を実施するとともに、タスクフォースにおいて継続的にフォローアップする。

風評払拭・リスクコミュニケーション強化戦略

「知ってもらう」、「食べてもらう」、「来てもらう」の3つの視点から「伝えるべき対象」、「伝えるべき内容」、
「発信の工夫」等についてシンプルかつ重要な順に明示。

Ⅰ 知ってもらう Ⅱ 食べてもらう Ⅲ 来てもらう

対
象

①児童生徒及び教育関係者
②妊産婦並びに乳幼児等の保護者
③広く国民一般

①小売・流通事業者
②消費者
③在京大使館、外国の要人及びプレ
ス

④在留外国人及び海外からの観光客

①教師、PTA関係者、旅行業者
②海外からの観光客、外国プレス及
び在留外国人

③県外からの観光客

内
容

①放射線の基本的事項及び健康影響
②食品及び飲料水の安全性
③復興が進展している被災地の姿 等

①福島県産品の｢魅力｣や｢美味しさ｣
②食品及び飲料水の安全を守る仕組
みと放射性物質の基準

③生産段階での管理体制 等

①福島県の旅行先としての｢魅力｣
②福島県における空間線量率や食品
等の安全

③教育旅行への支援策 等

発
信
の

工
夫

 受信者目線で印象に残るような表
現の工夫

 メディアミックスの活用 等

 安全性も理解してもらえる工夫
 国際比較による福島県を相対化し
た情報発信 等

 ｢ホープツーリズム｣に関する発信
 草の根からの発信 等

予算計画班 10/20 修正（最下部にALPSについて追記）

ALPS処理水の処分に伴う風評対策については、2021年４月の処分方針の決定を受け、同年８月20日に開催した風評対策タスク
フォースにおいて、関係省庁が取り組むべき情報発信等について、「ALPS処理水に係る理解醸成に向けた情報発信等施策パッケー
ジ」として、とりまとめ、公表。 5



復興庁の取組（「Ⅰ知ってもらう」 ための取組）

②健康影響に関する風評を払拭するための動画の配信

・ 福島第一原発事故による放射線の健康影響についての
UNSCEAR（国連科学委員会）の発表を有識者が分かりやす
く解説する動画を公開。プッシュ型広告で配信（R3.12
～）。

（１）放射線の基本的事項及び健康影響

①パンフレットの作成・配布

91万回再生

③オンラインツアー・現地視察等
・ 福島第一原発の「廃炉」の今を知る一般参加型オンライン

ツアーを開催（R4.2 当日視聴者：1194名）。

（２）食品及び飲料水の安全性

①マンガの作成・配布

（３）復興が進展している被災地の姿

①FMラジオ番組「Hand in Hand」の放送

③ALPS処理水について説明する動画の配信

・ ALPS処理水についてイラストを用
いて分かりやすく説明したチラシ及
び動画を公開。プッシュ型広告で配
信（R3.８～） 。 189万回再生

・放射線の正しい知識や食品の安
全性をわかりやすく伝えるマン
ガを作成・配布。

（外国語（英、中、韓）版も作成。）

・ TOKYO FMにおいて福島で
活躍する人に焦点を当て、復
興への思いを伝える番組を放
送。大都市圏（札幌・仙台・
大阪・愛知・広島・福岡）や
福島で放送。その内容を動画
で公開。

②動画「Fukushima Index」の制作・公開

・福島で挑戦を続ける7名の方をフィー
チャーし、印象的な音楽と映像で構成
した短編動画を公開。

・放射線の基礎知識や、原子力災
害からの復興と安全性について
説明するパンフレットを作成・
配布。

・ 日本在留外国人による現地視察・座談会を実施
（R4.8  中国人留学生23名及び中国系報道機関）。

66万回再生

聴取者数約70万人/回

④出前授業の実施
・ 国内各地の高校に職員を派遣し、復興の現状、風評の影響

等についての出前授業を実施。
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②外国語ポータルサイト
「FUKUSHIMAUPDATES」の開設

・ 外国語のポータルサイト（英、中、韓）に
おいて、外国人のよくある疑問や誤解にQ&A
により分かりやすく解説。

・ ALPS処理水に関するQ&Aを追加
（R3.8)。

①WEBサイト「タブレット先生の福島の今」の開設
・ WEBサイトにおいて、復興の現状や放射線の基礎知識、

福島県産農産物等の魅力を伝えるためのわかりやすいコン

テンツを公開。

③YouTube動画「おいしい福島」の配信
・タレントを起用し、福島県産農林水産物の魅力と安全性
等について、分かりやすく、楽しく伝える動画を、インス
トリーム広告も活用してYouTubeで配信。

＜食＞

＜旅＞

④イベントの開催

・ 福島県内自治体等と連携し、大阪にお
いて食、観光など福島の魅力や復興の
進捗を発信するイベントを開催
（R4.3）。

・ 福島の海や「常磐もの」の魅力と安全
性を発信する釣り大会及びステージイ
ベントを開催（R4.7 福島県相馬
市）。

⑤WEBゲーム「ふくしま旅スゴ」の公開

・ ウェブ上で福島全市町村をサイコロを
振って巡り、各市町村に関するクイズ
と放射線に関するクイズに答えながら
ゴールを目指すすごろくゲーム。「あ
つまれどうぶつの森」で使用できる
「あつ森マイデザイン」を配布。

⑥海外でのTV番組の放送

「Magical Journey Fukushima（NHK World)

⑦日本在留外国人インフルエンサーによる動画配信

・浜通りを巡る旅の魅力を、英語、中国語で配信（R4.2）。

復興庁の取組（「Ⅱ食べてもらう」 「Ⅲ来てもらう」 ための取組）

16動画
計850万回再生

・美味しい水から造られる福島名産
の日本酒や農産物、温泉等の魅力を
紹介しつつ、検査の状況や被災から
の復興の様子を紹介。
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○交付金（地域情報発信交付金）によって、地元産品や観光名所といった地域の魅力を発信するイベント等、
福島の各自治体が企画・実施する風評払拭に向けた取組を支援。

情報発信を行う
人材の確保・活用

震災と復興を未来へつむぐ
高校生語り部事業（福島県）

震災の事実や教訓を継承・発信す
るため、高校生を対象に語り部と
しての研修を実施。県外の学校と
の交流等を通じて、福島の今を発
信。

事業イメージ

浪江町の産品を通じた風評払拭と地域情報発信（浪江町）
ももいろクローバーZ等とのコラボ商品を開発。集客のある
ライブ等で販売し、産品の安全と魅力を発信。

情報発信コンテンツ作成
ポータルサイト構築

「ふくしまプライド。」海外販路
回復・拡大事業（福島県）

海外の飲食店や量販店とのタイ
アップにより県産品のフェアを開
催。フェアにインフルエンサーを
招へいして消費者に食品の安全性
を発信。

事業イメージ

イベント等

サーフタウンＰＲ事業（南相馬市）
サーファー誘客に向けた効果的な情報発信を行うための事
前調査を実施。誘客や国内外の大会の誘致を図るため、調査
結果を踏まえた動画を作成してプロモーションを行うなど、
地元北泉海岸の魅力を発信。

【支援している自治体の事業の例】

「富岡町の今を学ぶ」事業（富岡町）

遊漁体験など、富岡の海を知るモニターツアーを実施。海の
環境等の現状をツアー参加者の生の声としてSNSに投稿して
もらうことで、町の魅力について情報を発信。

自然首都・只見（魅）力発信事業（只見町）
県下最大の雪まつりにおいて、復興をテーマとしたプロジェ
クションマッピングを実施。ネット配信、ＳＮＳ等通じて町
の魅力や安全性などを広く発信。

復興庁の取組（自治体の取組への支援）
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復興庁における震災の風化対策

パンフレット 復興庁公式YouTubeチャンネル 復興庁Facebook

ＴＶ・ラジオ・新聞 震災伝承施設・語り部 オンラインツアー

令和２年10月開設。東日本大震災の被災地の
復興状況、被災地・東北の魅力、震災の風化防
止、風評対策に関するものなど、復興庁が制作
する動画を中心に公開。

平成28年10月開設。東日本大震災からの復興
に、より多くの方々が興味・関心を持つよう、本
庁からの各種情報発信のほか、各復興局の職
員が被災地の現状や魅力を投稿。

復興の進捗状況について、定量的なデータや具
体的な事例を中心に一般の方々に向けて、分か
りやすく紹介したパンフレット。

令和３年度には、10年を経た復興の状況を正し
く理解してもらうとともに、震災の記憶やを風化さ
せない観点から、遺構を組み込んだ在京各国大
使館など外国人関係者に向けたオンラインツ
アーを実施。

・ディスカバリーチャンネルアジアで被災地の今を
伝える番組を放映。

・ＦＭラジオ番組との連携による福島の復興の状
況等の発信。

・ジャパンタイムズへの広告出稿等。

・東日本大震災を後世に伝えるための震災遺構の保
存を支援。

・各地の震災伝承施設の情報発信・意見交換等を実
施。

・語り部の育成支援等。

たろう観光ホテル 宮城県気仙沼向洋高等学校

石巻市立大川小学校

石巻市立門脇小学校
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